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現
在
の
京
都
御
所
と
御
苑
は
、
平
安

時
代
か
ら
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ

て
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
大
内
裏
は

千
本
丸
太
町
周
辺
に
あ
っ
た
。
し
か
し

あ
た
か
も
紫
式
部
や
平
安
時
代
の
天
皇

が
、
現
在
の
地
で
活
躍
し
た
か
の
よ

う
な
幻
想
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
御

所
が
近
代
に
蘇
り
、
京
都
幻
想
と
な
っ

て
ゆ
く
意
味
を
考
え
た
い
。

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
三
月
の

東
京
遷
都
に
よ
り
京
都
よ
り
東
京
へ

と
天
皇
と
公
家
た
ち
は
移
動
す
る
。

公
家
の
住
居
で
あ
っ
た
御
所
周
辺
の
烏

丸
・
今
出
川
・
寺
町
・
丸
太
町
の
通
り

に
囲
ま
れ
た
ゾ
ー
ン
は
荒
廃
し
た
が
、

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
第
二
回
京

都
博
覧
会
の
開
催
と
と
も
に
、
文
明
開

化
の
場
と
な
っ
て
ゆ
く
。
京
都
の
文
明

開
化
は
、
外
国
人
が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
の

あ
っ
た
円
山
公
園
周
辺
と
、
そ
の
外
国

人
が
向
か
う
京
都
御
所
で
は
じ
ま
る
。

円
山
に
隣
接
し
た
祇
園
で
西
洋
の
レ

京都御苑、九條家の遺構 拾翠亭と百日紅

春
号
で
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
長
の
高
木
博
志
教
授
に
、
江
戸
期
に
お
け
る
朝
廷
と
幕
府
と
の
関
係
や
御
所

一
帯
が
既
に
京
都
観
光
の
地
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。
後
編
で
は
明
治
を
迎
え
、
天
皇
や

公
家
た
ち
と
と
も
に
平
安
遷
都
以
来
初
め
て
都
が
東
京
へ
と
移
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
京
都
に
お
け
る
近
代
化
の
様
相
、

欧
米
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
の
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
現
す
る
場
と
し
て
の
京
都
御
所
・
御
苑
の
変
遷
を
描
く
。

江
戸
か
ら
明
治
へ
京
都
御
所
と

御
苑
の
歴
史
を
綴
る
（
後
編
）高

木
博
志
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こ
の
よ
う
に
開
化
の
博
覧
会
場
と
し

て
、
仙
洞
御
所
や
公
家
町
は
活
用
さ
れ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
江
戸
時
代
以
来
、
御
所

が
観
光
の
場
で
あ
っ
た
性
格
と
そ
の
記
憶

を
継
承
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
の

明
治
天
皇
の
行
幸
時
に
御
所
は
滞
在
地
と

な
り
、
天
皇
は
御
所
や
畿
内
の
古
社
寺
の

荒
廃
を
嘆
き
、
そ
の
保
存
事
業
が
始
ま
っ

て
ゆ
く
。
明
治
初
年
に
は
葵
祭
や
石
清
水

放
生
会
が
途
絶
え
、
廃
仏
毀
釈
で
古
社
寺

が
疲
弊
し
た
が
、
こ
こ
に
極
端
な
開
化
状

況
へ
の
反
省
が
起
き
て
く
る
。

一
八
八
〇
年
代
に
は
、
一
転
し
て
御

所
や
御
苑
の
文

化
的
な
「
伝

統
」
保
存
が
、

欧
米
の
「
一
等

国
」
に
伍
す
た

め
の
国
家
戦
略

に
位
置
づ
い
て

ゆ
く
。
た
と
え

ば
ロ
マ
ノ
フ
家

の
ロ
シ
ア
は
、

首
都
を
西
欧
に

開
か
れ
た
ペ
テ

ル
ス
ブ
ル
グ
に

お
き
な
が
ら
、

戴
冠
式
で
は
わ

ざ
わ
ざ
古
都
モ

ス
ク
ワ
に
移
動

し
、
ロ
シ
ア
正

教
の
独
自
の
伝

統
文
化
の
な
か

で
挙
行
し
た
。

ロ
シ
ア
、
オ
ー

ヴ
ュ
ー
よ
ろ
し
く
「
都
を
ど
り
」
が
開
幕

し
、
知
恩
院
門
前
に
は
外
国
向
け
の
骨
董

街
が
成
立
し
た
。

一
八
七
三
年
、「
明
治
六
年
三
月
大

博
覧
会
略
絵
図
」（
御
所
を
南
西
よ
り
鳥

瞰
）
を
み
る
と
、
西
洋
各
国
勝
景
め
が

ね
（
風
景
の
ぞ
き
か
ら
く
り
）、
大
曲
馬

（
サ
ー
カ
ス
）、
時
計
細
工
、
大
相
撲
・
狂

言
、
茶
店
な
ど
が
、
旧
公
家
屋
敷
を
会

場
に
行
わ
れ
て
い
た
。
仙
洞
御
所
で
は

「
禽き

ん
じ
ゅ
う
え

獣
会
」（
動
物
園
）
の
旗
が
は
た
め

く
。
御
所
西
側
の
菊
亭
家
に
は
桜
が
咲
き

誇
り
、
中
立
売
御
門
を
入
る
と
、
江
戸
時

代
以
来
の
檜
垣
茶
屋
が
健
在
で
あ
る
。

自
然
・
い
の
ち
の
つ
な
が
り

な
ぜ
私
た
ち
は

生
き
も
の
を
見
る
の
だ
ろ
う
か河

合
嗣
生

ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
「
一
等
国
」

の
君
主
制
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
的

伝
統
を
も
ち
「
ロ
シ
ア
ら
し
さ
」「
オ
ー

ス
ト
リ
ア
ら
し
さ
」
を
競
い
あ
っ
て
い
た
。

か
く
し
て
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年

一
月
の
岩
倉
具
視
建
議
に
お
い
て
、
今

後
、
東
京
か
ら
京
都
へ
移
動
し
て
即
位
・

大
嘗
祭
を
行
う
こ
と
や
、
桓
武
天
皇
を
ま

つ
る
平
安
神
宮
の
創
建
、
葵
祭
・
石
清
水

放
生
会
の
復
活
な
ど
、
総
合
的
な
京
都
復

興
策
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
が
「
一
等
国
」
に
な
る
た
め
に

は
、
憲
法
・
軍
隊
・
地
方
自
治
・
教
育
な

ど
の
近
代
／
文
明
の
欧
米
と
共
通
す
る
制

度
だ
け
で
は
だ
め
で
、
同
時
に
日
本
独
自

の
文
化
や
歴
史
を
国
際
社
会
に
打
ち
出
す

必
要
に
気
付
い
た
。
京
都
で
言
え
ば
、
ま

ず
御
苑
が
、「
京
都
ら
し
い
」
伝
統
文
化

と
し
て
、
四
囲
に
石
塁
が
築
か
れ
、
松
桜

楓
が
植
栽
さ
れ
、
建
礼
門
か
ら
南
ヘ
大
通

り
が
整
備
さ
れ
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
は

古
社
寺
の
宝
物
調
査
と
国
宝
指
定
が
な
さ

れ
、
一
八
九
七
年
に
開
館
す
る
京
都
帝
国

博
物
館
は
貴
族
文
化
や
桃
山
文
化
に
特
色

あ
る
展
示
が
行
わ
れ
た
。
一
八
九
五
（
明

治
二
八
）
年
の
第
四
回
内
国
博
覧
会
の
と

き
、
平
安
神
宮
が
鴨
東
の
地
に
平
安
時
代

幻
想
を
も
っ
て
創
建
さ
れ
た
。

か
く
し
て
明
治
初
年
に
御
所
周
辺
で
博

覧
会
を
開
催
し
た
活
気
あ
る
場
は
、
二
十

世
紀
に
は
鴨
東
の
岡
崎
の
地
に
そ
の
機
能

を
移
し
た
。
御
所
と
御
苑
は
、
創
り
だ
さ

れ
た
京
都
と
日
本
の
文
化
を
体
現
す
る
場

へ
と
変
容
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
）

に
暮
ら
せ
な
い
と
い
う
思
考
が
蔓
延

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
野
生
の
生
き
も
の
達
は

厳
し
い
雪
の
日
も
暑
い
夏
の
日
も
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

虫
や
鳥
達
は
お
金
な
ど
必
要
と
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
自
然
環
境
が
な

い
と
生
き
て
ゆ
け
な
い
こ
と
は
事
実

で
す
。
私
た
ち
が
命
を
維
持
す
る
た

め
に
絶
対
的
に
必
要
と
す
る
水
や
作

物
は
、
雪
や
雨
が
な
い
と
得
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
人
間
も
、

生
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
豊
か
な
自

然
環
境
が
あ
っ
て
こ
そ
毎
日
の
豊
か

な
暮
ら
し
と
楽
し
み
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
研
究
者
の
ご
努
力
で
新
し

今
年
の
冬
は
雪
の
話
題
を
多
く
耳

に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
新

潟
の
豪
雪
地
帯
に
暮
ら
す
方
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
「
こ
こ
の
お
米
が
お

い
し
い
の
は
、
た
く
さ
ん
の
雪
解
け

水
が
雑
木
林
か
ら
た
っ
ぷ
り
と
栄
養

分
を
運
ん
で
く
れ
る
か
ら
」
と
い
う

話
を
思
い
出
し
ま
す
。
で
す
か
ら
障

害
物
が
天
か
ら
降
っ
て
来
た
と
で
も

言
い
た
げ
な
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
大

変
に
違
和
感
を
覚
え
、
特
に
市
街
地

で
の
都
市
機
能
と
人
間
の
精
神
的
な

脆
弱
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
自
然
環

境
も
大
切
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
お
金

が
な
い
と
生
き
て
ゆ
け
な
い
・
豊
か 旬の味覚　コブシの花の蜜を吸い、花びらを食べる（ヒヨドリ）

仲間と鳴き交わしながら森を移動する（エナガ） ←

→

「明治6年3月大博覧会略絵図」（高木博志他編『近代京都研究』思文閣出版、2008）

中立売御門通り

禽獣会

紫宸殿
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で
み
た
い
、
御
所
の
冬
の
空
気
を
体
感
し

た
い
」
と
の
ご
要
望
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

京
都
御
苑
に
は
車
椅
子
対
応
の
「
ト
イ

レ
」
や
「
歩
道
」
が
整
備
さ
れ
て
い
る
（
苑

内
西
側
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
車
椅
子
を
「
移
動
ベ
ン
チ
」
に
し

て
、
自
然
に
身
を
包
ま
れ
な
が
ら
そ
の
コ
ー

ス
を
巡
り
、
様
々
な
生
き
物
を
「
五
感
」

で
感
じ
る
非
日
常
の
散
策
は
、
な
に
よ
り

の
心
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ご
高
齢
の
方
、
入
院
中
の
患
者
さ
ん
、

施
設
入
居
者
の
方
な
ど
の
個
人
参
加
、
ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
の
施
設
か
ら

の
外
出
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
十
数
人

で
の
申
し
込
み
も
あ
り
ま
す
。
車
椅
子
介

助
の
職
員
数
が
足
り
な
い
時
は
、
介
護
職

有
資
格
者
の
友
人
達
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

京
都
御
苑
の
苑
内
を
「
車
椅
子
」
で

散
策
す
る
お
手
伝
い
を
始
め
て
一
一
〇
回

（
二
〇
一
八
年
四
月
現
在
）
に
な
り
ま
す
。

主
に
春
の
梅
、
桃
、
桜
の
お
花
見
と
新
緑

の
散
策
、
そ
し
て
、
秋
の
紅
葉
狩
り
。
ま

た
、「
閑
院
宮
邸
跡
収
納
展
示
館
」
や
「
京

都
御
所
」
の
見
学
も
行
っ
て
い
ま
す
。
常

連
の
方
か
ら
は
「
次
は
夏
の
木
陰
で
涼
ん

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
の
源

は
、
自
分
た
ち
も
自
然
界
に
生
き
る

動
物
の
一
種
で
あ
り
、
そ
し
て
生
態

系
の
一
片
で
あ
る
と
い
う
本
能
が
そ

う
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
彼
ら
と
会
い
た
く
て
森
に
足
を

通
わ
せ
る
、
歩
く
度
に
新
し
い
出
会

い
と
発
見
が
あ
る
…
…
、
そ
こ
に
答

え
が
あ
り
そ
う
で
す
。

今
、
生
き
も
の
達
は
子
育
て
真
最

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
で
賑
や
か
に
会

話
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
自

身
が
生
き
も
の
達
の
一
員
と
し
て
自

然
の
な
か
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
、

そ
し
て
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
っ
て

こ
そ
私
た
ち
も
豊
か
に
な
れ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

京
都
御
苑
の
森
は
、
不
思
議
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
森
か
ら

も
新
し
い
発
見
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
発
見
者
は
皆
さ
ん
ご
自
身
、
そ

し
て
森
で
遊
ぶ
子
ど
も
達
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。�（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

い
発
見
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
世
界
の
ど
こ
か
で
新
種
が
発
見

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
ご
く
身
近
な
生
き
も
の
の
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
一
月
に
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
に
文
章
を
作
る
能
力
が

あ
る
こ
と
が
新
聞
に
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
し
て
鳥
た
ち
が
会
話
を
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す

か
ら
そ
の
研
究
成
果
は
大
変
に
興
味

深
い
も
の
で
す
。
お
そ
ら
く
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

鳥
に
お
い
て
同
じ
能
力
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
人
間
は
動
物

た
ち
が
言
葉
ど
こ
ろ
か
感
情
す
ら
持

た
な
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
実
際
は
、
私
た
ち
が
彼
ら
の
言
葉

を
理
解
す
る
術
を
持
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
な
ぜ
生
き
も
の
達
を
見

た
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

可
愛
い
か
ら
、
そ
れ
と
も
楽
し
く

な
る
か
ら
？　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由何を言ってるの？（ヤマガラ）

旬の味覚　葵祭の頃に発生する羽蟻を器用に集めて食べる(ハシブトガラス)

苑
内
利
用
者
の
声

車
椅
子
で
巡
る
苑
内
の
散
策

佐
野
修
治

ま
す
。
同
伴
の
ご
参
加
は
主
に
ご
夫
婦
や

親
子
連
れ
で
す
が
、
お
孫
さ
ん
や
ご
友
人
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
、
教
会
の

シ
ス
タ
ー
さ
ん
が
同
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

「
諦
め
て
い
た
外
出
」
を
叶
え
る
お
手

伝
い
、
一
人
が
一
人
を
支
援
す
る
活
動
の

輪
が
広
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

介
護
福
祉
士
・
認
定
ト
ラ
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御所「車返桜」前で記念写真

可愛い花が咲く楓の若葉の下で

同志社大学文学部文化史学科4回生
廬山寺

小林丈広ゼミ  瀧沢 麻里子

私は京都御苑の東側に位置する紫式部
の邸宅跡としても有名な廬山寺（正式
名称・天台圓淨宗大本山　廬山天台講
寺）を訪れました。当寺は古くから皇
室との関係が大変深く、また以前ボラ
ンティアをさせていただいたご縁から
取材しました。この日はあいにくの雨
でしたが、江戸時代に仙洞御所から一
部を移築した本堂は黒光りする床が美
しく、そこから眺めることのできる源
氏の庭では、桔梗をはじめ竜胆や紅葉
など様々な植物が植えられ季節の移ろ
いを楽しむことができます。京都古文
化保存協会による非公開文化財特別公
開の際には、御本尊様や普段は公開さ
れていない数多くの貴重な文化財を間
近でご覧いただけます。京都御苑を訪
れた際には、ぜひ廬山寺まで足を伸ば
してみてください。



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

会員募集（2018年度）のお知らせ
2018年度（2018年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京 都 御 苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

明治150年に当たり、京大人文研の高木
教授に前号に続いて江戸から明治への京
都御所・御苑の変遷について御執筆いた
だいた。大きな歴史のうねりを受けて、
深い森とともに人々の憩いの場として今
の御苑はある。 （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然が学べます。（無料）
●�特別展示開催中～激動の幕末・維新と京都御
苑の誕生～　場所：レクチャーホール

＊都合により閉室になる場合がございます。
開館時間：�9:00～16:30（入場は16:00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス：�間ノ町口すぐ（御苑南西角　地下鉄

丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。
公 開 日：毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 
　　　　　　9:30～15:30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：�茶会、句会、謡曲等の会合にご利用

できます。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。
営業時間： 9：00～16：30

中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶（ハンバーガー、ハヤシライスなど）。
中立売南休憩所＋PLUS（南休憩所に隣接）
食堂（各種定食など）、売店（京みやげ）。
●�京都五山送り火�延長営業
京都五山送り火の8月16日（木）は、中立売南休
憩所、南休憩所+PLUSとも21:00まで延長営業
致します。京都御苑から眺める大文字送り火
をお楽しみください。

―中立売地区再整備工事のお知らせ―
新休憩所の竣工は2018年12月頃の予定です。
オープンまでの間、御苑利用者の皆様方には大
変ご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）軽食・喫茶、菓子等の販売。

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場　7：40～19：30　出場　24時間

―中立売御門西駐車場出入口変更のお知らせ―
再整備工事に伴い、駐車場出入口を中立売御門か
ら蛤御門に変更（2019年1月初旬頃までの予定）。
進入は、烏丸通を南下して左折のみとなります。

清和院御門東駐車場　（乗用車専用）
入・出場　8：40～20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開

公 開 日：�通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間：�4月～8月/9：00～17：00（入場は16：20まで）
入 場 門： 清所門
お問合せ：�宮内庁京都事務所　 ☎075-211-1215

仙洞御所の参観拡充

事前申込に加えて当日受付も行われています。
お問合せ：宮内庁京都事務所　 ☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め
ていただくための国の迎賓施設です。
公 開 日：��詳細は迎賓館のホームページでご確

認ください。
参観料金：�大人1,000～1,500円　中高生500～700円
お問合せ：�迎賓館京都事務所　☎075-223-2302
  （自動音声案内）

明治維新150年記念�連続講座（事前申込制）

京都御苑やその周辺が舞台となった明治維新に
関する歴史を取り上げた連続講座を開講します。
日　時：�6月27日（水）「公武合体政策と皇女和宮」
  7月25日（水）「猿ヶ辻の変と8月18日の政変」
  8月22日（水）「禁門の変はなぜ起こったのか」
  13：30～（60～90分程度）受付13:00～
場　所：閑院宮邸跡収納展示館レクチャーホール
主　催：環境省京都御苑管理事務所
  ☎075-211-6348（平日のみ、9:00～17：00）
共　催：NPO法人京都観光文化を考える会・都草

京都御苑夏の自然教室

日　時： 平成30年7月22日（日）　9：30～12：00
受　付： 9：00～9：20
集　合：�閑院宮邸跡前（御苑南西角　地下鉄丸

太町 市バス烏丸丸太町徒歩5分）
講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容：�夏の御苑の植物、キノコ、昆虫や野鳥

の生態を観察します。
参加費：�100円（保険代）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
  （一財）国民公園協会京都御苑

その他：�筆記用具、雨具、水筒の準備、野外活
動に適した服装でご参加ください。

＊当日7：00時点で大雨、暴風警報が発令されて
いる場合などやむなく中止する場合があります。

夏のトンボ池一般公開

普段は立入りを制限している「トンボ池」を公
開します。是非お立ち寄りください。（荒天中止）
日　時：平成30年8月3日（金）～5日（日）9：30～12：00
場　所：京都御苑トンボ池（富小路口北東へ徒歩5分）
参加費：�無料
主　催：�環境省京都御苑管理事務所
  （一財）国民公園協会京都御苑
その他： 野外活動に適した服装でご参加ください。

明治150年記念純米酒
「東幸之盃」と「大礼之盃」
のアソート

「南休憩所+PLUS」店内　
京都市立芸大とのアートコラボ
による内装

6月 7月 8月 9月

6月〜7月

6月〜7月

ナツツバキ〈染殿井、母と子の森周辺〉

アジサイ〈児童公園など〉

7月中旬〜10月中旬

ムクゲ〈閑院宮邸跡庭園〉

7月〜9月

サルスベリ〈間ノ町口内、九條池周辺、建礼門前、寺町御門など〉

御
苑
の
花
暦


